
表　気象各要素の異常年棄却検定の結果

熊谷 千葉 東京 横浜 熊谷 千葉 東京 横浜 熊谷 千葉 東京 横浜

1984 (S.59) ○ ×－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1985 (S.60) ○ ○ ○ ○ ○ ×＋ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1986 (S.61) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1987 (S.62) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1988 (S.63) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1989 (H.01) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1990 (H.02) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1991 (H.03) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×＋ ×＋ ×＋ ×＋

1992 (H.04) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1993 (H.05) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1994 (H.06) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1995 (H.07) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1996 (H.08) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1997 (H.09) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1998 (H.10) ○ ○ ○ ○ ×－ ×－ ×－ ×－ ○ ○ ○ ○

1999 (H.11) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検定年 :平成11年4月 ～ 平成12年3月とした場合、 ○　：異常年ではない
統計年 :平成元年4月 ～ 平成11年3月 ×＋：値が大きいので異常
危険率 :5% ×－：値が小さいので異常
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異常年検定による現況年の検討

参考資料３

　東京湾関連都県に位置する代表的な気象観測所の観測結果を用い、日降水量について１９８４年か
ら１９９９年を対象とした異常年検定を行い、現況年度を検討する際の参考とした。なお、気象の異
常年検定の方法を別紙に示す。
　通年値を対象とした検定結果について整理したものが、下表である。これによると今回対象とした
気象観測所における検定結果では、平成１１年（１９９９年）の通年値は、異常年とは認められな
かった。

平均気温 日照時間 降水量
年度
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異常年検定方法（Ｆ分布棄却検定法）

１ 方　法

　　　異常年は１県又は１地方にわたる広範囲に出現するものと考え、対象地域に対して

最寄りの気象官署のデータを用いる。データの年数は基準年１年間と比較年 10 年間の最近

11 年とする。

　　　検定方法は、分散分析による不良標本のＦ分布棄却検定方法を用いる。評価対象と　し

ては、風向別出現回数、及び風速階級別出現回数などが考えられる。

　２　気象官署の選定

　　　対象地域に対して最寄りの気象官署の選定に当たっては次の事項を考慮する。

① 過去 11 年間、測風搭の移転、改築などを行っていないこと。

② 地物によ風向など気象の癖がなるべく少ないこと。

③ 同一県又は隣接県に所在し、通常の気候区分からみて対象地域と同一気候区に属

すること。

３ Ｆ分布棄却検定法

　　　この方法は、正規分布をなす母集団から取り出した標本のうち、不良標本と見られるも

のをＸ0、その他のものをＸ1，Ｘ2，･･･Ｘ6，･････Ｘn とした場合、Ｘ0 を除く他のｎ個の標

本の平均をＸ＝ΣＸi／ｎとして、標本の分散からみてＸ0とＸとの差が有意ならばＸ0を棄却

するとする方法である。

　（Ｆ分布検定の手順）

（１） 仮説：不良標本Ｘ0 と他の標本（その平均値）Ｘとの間に有意な差はないとする。

　　　　　　　　　Ｈ0　：　Ｘ0＝Ｘ（Ｘ＝ΣＸi／ｎ）

（２） Ｆ0 を計算する。

　　　　　　　　　Ｆ0＝（ｎ－１）（Ｘ0－Ｘ）2／（ｎ＋１）Ｓ2

　　　　　　　　ただし、

　　　　　　　　　Ｓ2＝Σ（Ｘi－Ｘ）2／ｎ

（３） 自由度ν1＝１、ν2＝ｎ－１を求める。

（４） 有意水準（危険率）αを決め、Ｆ分布表によりＦν2（α）の値を求める。

（５） Ｆ0 とＦν2（α）を比較して

　　　　　　　　　Ｆ0≧Ｆν2（α）ならば仮説棄却：Ｈ0：Ｘ0＝Ｘは棄却

　　　　　　　　　Ｆ0＜Ｆν2（α）ならば仮説採択：Ｈ0：Ｘ0＝Ｘは採択

　　　　とする。

（６） 危険率αでの棄却限界を求めるにはＦ0＝Ｆν2（α）とおいてＸ0を計算すればよい。

　　　　　　　　　Ｘ0＝Ｘ±Ｓ√｛（ｎ＋１）／（ｎ－１）｝Ｆν2（α）

　　　　　危険率αは１％、２．５％、５％の３種類とした。Ｆν2（α）のそれぞれの値はＦ

分布表より
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　　　　　　　　　　１％　：　Ｆ（0.01 ）＝10.56

　　　　　　　　２．５％　：　Ｆ（0.025）＝7.21

　　　　　　　　　　５％　：　Ｆ（0.05 ）＝5.12

          となる。

  


